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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、糖転移酵素32ファミリーに属するタンパク質をコードしています。この酵素は、N-アセチルグルコサミン（GlcNAc）のコア2分岐O-グリカンへの転移を触媒します。この酵素は、GlcNAcα1-->4Galβ-->Rという独特なグリカンを形成し、主にゴルジ体膜に局在します。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：保存されたDXDモチーフが酵素活性に関与しています。,機能：III型ムチンの合成に必須です。N-アセチルグルコサミン（GlcNAc）のコア2分岐O-グリカンへの転移を触媒します。,オンライン情報：α-1,4-N-アセチルグルコサミン転移酵素,オンライン情報：GlycoGeneデータベース,パスウェイ：タンパク質修飾;タンパク質の糖化。,類似性:グリコシルトランスフェラーゼ32ファミリーに属する。,組織特異性:胃と膵臓で検出される。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A4GNT抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

